
番号 計算式 計

1 0.6515 × 1.6185 ＝ 1.054453

2 2.7730 × 1.9430 ＝ 5.387939

3 11.3000 × 6.5155 ＝ 73.625150

4 2.9460 × 0.4570 ＝ 1.346322

5 2.9460 × 0.4570 ＝ 1.346322

6 2.9460 × 0.4570 ＝ 1.346322

7 2.8255 × 0.4570 ＝ 1.291254

合計 85.397761

85.39	㎡	床面積

■看護実習室：85.39㎡

　採光1/20：4.26㎡	＜	15.06㎡　→OK

　　AW-1CG左:1.27×(0.77+1.25)　		=	2.5654

　　AW-1CG右:1.19×(0.77+1.25)	　	=	2.4038

　　AW-1C			:1.27×(0.77+1.25)×3	=	7.6962

　　AW-1D			:1.19×(0.77+1.25)　		=	2.4038

　換気1/20：4.26㎡	＜	7.53㎡　→OK

　　AW-1CG左:0.635×(0.77+1.25)　		=	1.2827

　　AW-1CG右:0.595×(0.77+1.25)	　	=	1.2019

　　AW-1C			:0.635×(0.77+1.25)×3	=	3.8481

　　AW-1D			:0.595×(0.77+1.25)　		=	1.2019
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看護実習室
（旧	入浴実習室）

求積図　S＝1/200（A3）

　排煙1/50：1.70㎡	＜	2.87㎡　→OK

　　AW-1CG左:0.635×0.77	　	=	0.48895

　　AW-1CG右:0.595×0.77	　	=	0.45815

　　AW-1C			:0.635×0.77×3	=	1.46685

　　AW-1D			:0.595×0.77　		=	1.45815
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管理建築士
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SCALE

SHEET	NO.建築士事務所登録 DRAWING

構造設計

A1：1/100
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仕上表

令和6年度公立大学法人岩手県立大学

共通棟D1階入浴実習室改修工事

天井高廻縁
室　　名

床 巾　木 壁 天　　井
備　　考階

仕上下地 レベル 仕上 高さ 下地 仕上 下地 仕上

内部仕上表

付近見取図

全体配置図 共通事項防火性能認定番号

材料名 認定番号 略表記

石膏ボード		t=12.5（不燃） NM-8619 PB		t=12.5（不燃）

石膏ボード	t=9.5 NM-0441 （不燃）記述のないものは準不燃材料とする PB		t=9.5

ケイカル板（ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板）t=8 NM-8576

岩綿吸音板		t=12 NM-8599 ミネラートン、ソーラートン程度

化粧石膏ボード		t=9.5 QM-9824 （不燃）記述のないものは準不燃材料とする 化粧PB		t=9.5、ジプトーン　t=9.5

ビニルクロス（防火2級）

EP	塗装

QM-9232

NM-8585

下地　石膏ボード		t=12.5の場合QM-9232　基材法定準不燃材

法チェック図

既存床	清掃後、

現地詳細調査後、施工計画書を監督員に提出し、承諾を受け施工すること。

床、モルタル、コンクリート面の補修は、「内部下地調整等仕様」による。

床、壁、天井材はJIS・JASSに基づくＦ☆☆☆☆以上とすること。

下地補修はRB種とする。

LGS面：ｹｲｶﾙ板t=8	＋	石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5	EP-A塗	一部撤去
1階

入浴実習室

→	看護実習室へ改修

男子更衣室

女子更衣室

下地モルタル	t=30

（一部水勾配付）
※	既存のまま

塗膜防水
※	既存のまま RC面：HB	t=12.5（GL工法）　EP-A塗

LGS下地

石膏ボードt=9.5　一部撤去

岩綿吸音板t=12　

（300×600）　一部撤去

既存のまま：ブラインドBOX(堅木SOP塗)

新設：カーテンレール（天吊り固定タイプ）、天井点検口450角

+40

一部水勾配
(踏込±0)

60

一部100

±0 60

±0 60

半硬質ﾋﾞﾆﾙ巾木

t=2
一部撤去

塩ビ

一部撤去

塩ビ
一部新設

2,960

(踏込3,000)

2,960
(踏込3,000)

既存

改修

既存

既存

コンクリート直均し
※	既存のまま

コンクリート直均し
※	既存のまま

ビニル床タイル	t2.0　撤去

ビニル床タイル	t2.0　撤去

半硬質ﾋﾞﾆﾙ巾木

t=2　撤去

半硬質ﾋﾞﾆﾙ巾木

t=2　撤去

LGS下地	一部撤去

石膏ボードt=9.5　撤去

岩綿吸音板t=12　撤去

（300×600）

LGS下地	一部撤去

石膏ボードt=9.5　撤去

岩綿吸音板t=12　撤去

（300×600）

塩ビ

撤去
3,000

塩ビ

撤去
3,000

（更衣室間仕切り部分） 撤去：昇降式入浴槽及び立上り壁(洗い場共)、固定手すり、可動手すり

　　　ライニング甲板（メラミン化粧板）、排水蓋

岩綿吸音板t=12(不燃)
（300×600）　一部新設

LGS下地

石膏ボードt=9.5(不燃)
　　　　　　一部新設

ｹｲｶﾙ板t=8	＋	石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5(不燃)	EP-A塗	新設

+60
(踏込±0)

撤去：シャワーユニット

撤去：シャワーユニット

半硬質ﾋﾞﾆﾙ巾木

t=2
一部新設

60
一部100

SL材専用高性能ﾌﾟﾗｲﾏｰ下地のうえ

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt=20〜30下地

昇降式浴槽部分:鋼製床下地新設

（既存塗膜防水） ふかし壁：LGS65下地	新設

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞｳｫｰﾙ	新設（ﾏｰｶｰ･ﾏｸﾞﾈｯﾄ･映写可能、接着施工）

　　　ピクチャーレール（天井後付、壁付）

　　　壁補修	木製枠	150×25	SOP塗、スロープ見切材	木製	30×65	SOP塗

既存LGS65､90下地　一部撤去

LGS65下地　一部撤去

RC面：HB	t=12.5（GL工法）	EP-A塗	一部撤去

LGS面：ｹｲｶﾙ板t=8	＋	石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5　EP-A塗	一部撤去

（間仕切り部分：LGS90）

LGS65下地　一部撤去

RC面：HB	t=12.5（GL工法）	EP-A塗	一部撤去

LGS面：ｹｲｶﾙ板t=8	＋	石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5　EP-A塗	一部撤去

（間仕切り部分：LGS90）

合板t=12	二重張+合板t=5.5	の上

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0(防滑仕様)新設

撤去新設：室名札	200×200（既存と同じ仕様）

移設：ICカードリーダー

（廊下）

旧更衣室部分:乾式二重床(低床用)

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞt=20	新設 ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0(防滑仕様)新設

捨張合板t=12+合板t=5.5	の上

一部、

	ｹｲｶﾙ板t=8(不燃)+石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5(不燃)+合板t5.5のうえ

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt=20〜30下地

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄt=2.0(防滑仕様)新設
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計画地：岩手県滝沢市巣子152番地52
　　　　（岩手県立大学滝沢キャンパス敷地内）

	：	改修場所

本部棟

正門

守衛

ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ

看護学部棟総合政策学部棟

全学部共通棟

道路

道路

工事車両	出入口

	：	工事車両	経路


